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未来の経営人材の育成を目指し、新企画『朝型経営塾』第一弾！

未来の経営人材の育成を目指した経営塾を2018年4月より、本格スタートいたします。

これからの経営を考える上で、経営全体を見通すベーシック並びに、その理論的なコアは、

①戦略的思考の鍛錬と、そして②計数思考―会計・財務を通じた経営力アップ と言えます。

入社2年目以上の20代から30代半ば世代の若手社員の皆様を主たるターゲットとした、

『朝型経営塾』です。

講師陣は、有名大学の厳選された教授、各企業の監査役など歴任した著名人や、現役コンサ
ルタントなど、魅力あるメンバーたちです。

そして、経験豊富な講師陣との直接の議論を通じて、疑問点もその場で解決できることが魅力
です。（詳細は、後ページ詳細参照）

【開催期間】

2018年4月～9月まで（毎月2回 隔週木曜） 全12回

第1期（2018年4～6月） 各6回 戦略的思考コース

第2期（2018年7～9月） 各6回 計数思考―会計・財務コース

【時間】

各回 10：00～12：00 （開場9：45）

【募集定員】

30社

【年会費】

1社 3名様まで 200,000円（通期）

一般社団法人 経営研究所

代表理事 内野崇



Ⅰ. 戦略とビジネスモデル ～戦略的思考錬成塾

＊ねらい＊

これからの経営を考える中で、必須要件の1つは、「戦略的思考」ができることである。
すなわち、企業全体を見る目、中長期を見る目、大所高所から発想できる頭を持つこと
が重要であり、そうした能力を持つ人材の育成が必要である。

本経営塾は、そうした能力を磨く場、錬成の場を提供する。講師陣は、この領域の社会
人教育でわが国の第一人者である山田・平井を中心に、内野が加わる。理論とケース
を織り交ぜながら、短期間でその基礎の習得を目指す。3カ月間のコース。（月2回、全6

回）

＊講師＊

山田 英夫

早稲田大学ビジネススクール（大学院経営管理研究科）教授。専門は競争戦略論、ビジ

ネスモデル。1981年慶應義塾大学大学院経営管理研究科（MBA）終了後、三菱総合研究

所入社。主に大企業の新事業開発のコンサルティングに従事。1989年に早稲田大学に

転じ、1997年ビジネススクール教授。2003年早稲田大学より学術博士号を取得。

アステラス製薬、NEC、ふくおかフィナンシャルグループ、サントリー・ホールディングスの

社外監査役を歴任。

平井 孝志

筑波大学大学院ビジネスサイエンス系教授。東京大学大学院理学系研究科修士課程修了。

ベイン・アンド・カンパニー、ローランド・ベルガ―にて、主に大企業の中期経営計画策定、

新規事業開発などのコンサルティングに従事。デル及びスターバックスなどの事業

会社にて、経営企画、マーケティング等の業務も経験。

米国マサチューセッツ工科大学スローン経営大学院MBA。博士(学術)｡慶応義塾大学ビジ

ネススクール特別招聘教授、早稲田大学ビジネススクール客員教授も兼務。

内野 崇

東京大学大学院経済学研究科博士課程を経て、現在、学習院大学経済学部教授。国内企

業を中心に数多くのコンサルティング、研修・教育に従事。日本生産性本部経営アカミー・

トップマネジメントコース他のコーディネータ。学校法人学習院企画部長として学校改革

に携わる。株式会社関電工取締役。著書に『変革のマネジメント』(生産性出版)、『企業

文化・業績と強い関係』（共著論文、日本経済新聞）、『組織の経時的分析』（経済論集）、

『戦略論と組織論の融合をめざして』（経済研究）『戦略型経営』（共訳、ダイヤモンド社）

ほか多数。



Ⅰ. 戦略とビジネスモデル ～戦略的思考錬成塾

＊開催日程及び内容＊

第1回 ： 4月12日（木）「戦略的とは何か」 講師：山田英夫

企業では、「戦略的」という言葉が多用されているが、「戦略的」というためには、

どのような要素が含まれなければならないかを、事例を豊富に紹介しながら解説する

第2回 ： 4月26日（木）「戦略立案のアプローチ」 講師：平井孝志

競争戦略立案に向けて、戦略論の枠組み、並びに考え方を俯瞰し、戦略立案のための

多面的な視座について議論する

第3回 ： 5月10日（木）「ビジネスモデルの考え方」 講師：山田英夫

ビジネスモデルとは何か、どうすればビジネスモデルを考えるヒントがつかめるかを、

豊富な企業事例を使いながら講義する

第4回 ： 5月24日（木）「ビジネスモデルの創造と変革」 講師：平井孝志

ビジネスモデルの創造から変革に至るダイナミズムについて事例を交えて議論し、戦略・企業

変革のポイントについて解説する

第5回 ： 6月 7日（木）「価値創造のダイナミズム」 講師：平井孝志

イノベーションとは何か、エコシステムとは何か、について考察を行い、それを経営成果に

結びつけるためのヒントを探る

第6回 ： 6月21日（木）「戦略的思考の重要性と企業変革」 講師：内野崇

最後に改めて企業経営、部門経営における“戦略的思考の重要性”についてまとめ、

具体例を示しつつ、企業変革を展望する

＊時間はすべて 10：00～12：00



Ⅱ. 会計とファイナンス ～計数・財務的思考錬成塾～

＊ねらい＊

これからの経営を考える上で、もう1つ必須の要件は、経営を“計数”で見る ～経営と
リンクさせ、また戦略とリンクさせて、会計・財務を理解し把握できる～ 能力である。

財務諸表 BS、PL、CSの見方から始まり、資本コストと資金調達、投資、リアルオプショ
ン、M&A、グローバルな計数管理まで、話題は広範にわたる。

講師陣は、わが国の経営財務分野の第一人者であり、多数の企業の社外役員を歴任
した若杉と、会計教育の第一人者たる加藤が担当する。短期間でのベーシックの習得
が可能である。3カ月間の短期コース（月2回、全6回）

＊講師＊

若杉 敬明

1966年東京大学経済学部卒業。横浜市立大学、東北大学、東京大学、

東京経済大学を経て、現職はミシガン大学ロス・ビジネススクール三井生命

金融研究所理事。一般社団法人経営研究所理事、東京大学名誉教授 など。

過去、リコー、日本水産の取締役、NTTドコモ、JFEホールディングスの監査役、

証券取引審議会、郵政審議会、社会保障審議会等の政府委員、日本経

営財務研究学会会長等を歴任。

＜専門＞

企業金融(Corporate Finance)

資本市場(Capital Market)

資産運用(Investment)等のファイナンス（Finance）全般

＜著書＞

「新版 入門ファイナンス」「コーポレート･ガバナンス・マニュアル」

「グッドガバナンス・グッドカンパニー」ほか多数。

加藤 篤士道

公益財団法人日本生産性本部 主席経営コンサルタント。早稲田大学 商学

部卒業。1990年KPMGセンチュリー監査法人勤務、公認会計士資格を取得。

1996年「日本生産性本部 経営コンサルタント養成講座」を修了後、本部経営コ

ンサルタントとして、各種事業体の診断指導にあたる。

【主なコンサルティング実績】

・サービス業（グループ再編の方向性・経営戦略策定・実行支援）

・食品製造業（経営戦略の策定・実行支援による業績改善、組織活性化）

・電気工事業（事業承継：後継者を主体とした組織マネジメント力の強化）

・金融業（得意先の問題解決力強化支援、提案営業力強化支援）

・温泉旅館（中長期経営改善計画策定・実行支援、銀行折衝）

・運輸業（Ｍ＆Ａのための財務・事業デューデリジェンスの実施）

・化学品卸売業（内部管理システム構築：部門別採算管理、資金管理、

月次予算管理）

・建設業（解体業：物件別採算管理システム構築、中長期事業計画策定）

・不動産建築販売業（営業力強化、中期経営計画策定支援）



Ⅱ. 会計とファイナス ～計数・財務的思考錬成塾～

＊開催日程及び内容＊

第1回 ： 7月12日（木）「会計の基本－財務3表とは何か」 講師：加藤篤士道

①財務3表とは

②Ｂ/Ｓの見方

③Ｐ/Ｌの見方

第2回 ： 7月19日（木）「経営分析の基礎」 講師：加藤篤士道

①キャッシュフロー計算書の見方

②主要経営指標の意味と味方

第3回 ： 8月2日（木）「ファイナンス入門」 講師：若杉敬明

①ファイナンスとは何か：コーポレート・ファイナンスとインベストメント

②ファイナンスの基本要素：時間とリスク

③ファイナンスの目的：株主価値創造

第4回 ： 8月30日（木）「お金の価値」 講師：若杉敬明

①時間とお金の価値：貨幣の時間価値

②リスクとお金の価値：リスクプレミアム

③割引現在価値

第5回 ： 9月13日（木）「投資の経済計算」 講師：若杉敬明

①投資の本質

②キャッシュフロー

③割引キャッシュフロー法

第6回 ： 9月27日（木）「資本調達とレバレッジ効果」 講師：若杉敬明

①自己資本と負債

②レバレッジ効果

③負債の節税効果

④最適資本構成

＊時間はすべて 10：00～12：00



経営研究所について

【経営研究所とは】

経営研究所は昭和21年に故高宮晋先生（東大、一橋大、上智大名誉教授）によって学者と企業
が共同で近代経営のあり方を研究すべく設立された会員制の非営利団体です。当時は他に類似
の機関がなかったために、「経営研究所」がそのまま固有名詞となり、今日に至っております。

1996年より故土屋守章（東京大学名誉教授）が、さらに2010年6月より寺本義也（早稲田大学大学
院教授）が引き継ぎ、2013年9月まで丸の内地区を拠点に経営学及び関連学問の研究関心等、大
学と企業の実務的課題を結びつける役割をはたしてまいりました。

創立以来60有余年、着実に発展の地歩を固め今日に至るわけでありますが、2013年10月をもって
改めて21世紀にふさわしい研究所としての基盤整備に着手し、「一般社団法人経営研究所」として
再スタート致しました。

『知と実践の交流の場として、また智の発信基地』としての役割を担うなかで得た成果を、広く企
業の実務において活かしていただくとともに、産業界及び学会の発展に資することを狙いとしてい
ます。

【研究所運営の活動と特色】

～わが国を代表する産・官・学の各界の“知と人”を結集した『研究会』が活動のメイン！～

経営研究所は、経営の根幹にかかわるテーマごとに研究会を設け、各研究会の活動を経営研究
所のコアにしています。各研究会にあっては、講義形式、セミナー形式をとらず、実務者、研究者
等を中心に参加メンバーの知的格闘技を重視し、毎回、わが国を代表する多彩なゲストを招聘し、
ゲストのプレゼンテーションにつづいて、参加者（ビジネスパーソンと研究者が中心）との間で、各
回1時間ないし1時間半にわたって議論を重ねます。

単なる勉強の場にとどまることなく、その論議を通じて問題を深く掘り下げ、また参加者が相互に
切磋琢磨するとともに、実務上、研究上の新しい着想と、知ならびに実践への指針を得ることをめ
ざします。各研究会は、上記の研究会活動を通じて、それぞれに質の高い提言と討論がなされる
のみならず、しっかりしたドキュメントを提供します。

【今までに経営研究所にご参加いただいた企業の一部】

旭硝子、アサヒビール、味の素、味の素冷凍食品、アパグループ、イオン、イオンバイク、イトーキ、インテリジェンス、内田洋
行、エーザイ、NECソリューションイノベータ、NTT、NTTコミュニケーションズ、NTTドコモ、NTT都市開発、大林組、オリックス、
花王、カゴメ、カルソニックカンセイ、川崎汽船、関電工、キリンビール、クレディセゾン、

グローバルマネジメント研究所、栗田工業、コニカミノルタ、小林製薬、サトーホールディングス、シーエーシー、

シーズ・スリー、シーメンス・ジャパン、資生堂、JFEホールディングス、JXエネルギー、島津製作所、ジヤトコ、

JoyBizコンサルティング、昭和電工、神鋼ヒューマンクリエイト、水ing、住商アビーム自動車総合研究所、住友化学、積水化
学工業、セブン銀行、全日空商事、全日本空輸、損害保険ジャパン日本興亜、SOMPOホールディングス、

大日本印刷、大日本住友製薬、タワーズワトソン、ディーバ、テクノバ、テルモ、電源開発、デンソー、電通、

東急不動産、東京急行電鉄、東京海上日動火災保険、東京電力、東京メトロポリタン経営品質協議会、東武鉄道、東レ、ト
ヨタ自動車、豊田自動織機、ニコン、日産自動車、日本化薬、日本航空、日本生活共同組合連合会、日本生産性本部、乃
村工藝社、パイオニア、パイオニア販売、博報堂、パナソニック、ハナマルキ、東日本旅客鉄道、ピジョン、

日立製作所、日野自動車、ファイザー、フォスター電機、富士通、富士電機、ブレーンセンター、

ベネッセコーポレーション、ホウスイ、本田技研工業、本田技術研究所、マツダ、マブチモーター、丸紅、みずほ銀行、三井化
学、三井ホーム、三菱化学、三菱化学テクノリサーチ、三菱ケミカルホールディングス、三菱地所、三菱自動車、三菱重工業、
三菱商事、三菱電機、メイ・ウシヤマ学園、ヤマトホールディングス、山梨トヨペット、ライオン、

LIXILグループ、リクルート、リクルートマネジメントソリュージョンズ、リマインド、ルミネ、レンタルのニッケン（株式会社省略）



【参加申込について】

年会費 １社 200,000円 （通期）

Ⅰ期、Ⅱ期それぞれにご参加の場合は、各期120,000円となります。

申込方法 所定申込書に必要事項をご記入の上、ＥメールもしくはFAXでご送付下さい。

参加は会社単位で、1社3名の会員の登録ができます。

お申込み頂き次第、事務局より請求書をお送り致します。

連絡先 経営研究所 事務局

〒100-0005東京都千代田区丸の内2-5-2 三菱ビルB1Ｆ

TEL 03-5220-2881 FAX 03-3217-0208 E-mail  keieikenkyusho@keieik.or.jp

URL   http://www.keieik.or.jp

＜会場案内図＞

＜三菱ビルへの行き方＞
・JR

｢東京駅｣(丸の内南口)・・・・・・・・・・・・・・・徒歩約3分
京葉線「東京駅」10番出口より直結

・地下鉄
千代田線｢二重橋前駅｣4番出口・・・・・・･･徒歩約2分
丸ノ内線｢東京駅｣地下道経由・・・・・・・・・徒歩約3分
都営三田線｢大手町駅｣D1出口・・・・・・・・徒歩約4分
東西線｢大手町駅｣B1出口・・・・・・・・・・・・徒歩約6分

2018年度 未来の経営人材の育成をめざした“朝型”経営塾Ⅰ、Ⅱ 参加申込書

年 月 日
会社名：

住所 ： 〒

                                     

※請求書送付先は、こちらに丸印をつけて下さい。 

 登録者氏名
ふ   り   が   な

                           TEL 

E-mail 

 所属部署および役職名                                       

 

 登録者氏名
ふ   り   が   な

                           TEL 

E-mail 

 所属部署および役職名                                       

 

 登録者氏名
ふ   り   が   な

                           TEL 

E-mail 

 所属部署および役職名 

 

 

http://www.keieik.or.jp/

